
県

が健やかに生まれ育つ
実現



立山信仰の世界を五感で疑似体験
立山博物館野外施設“まんだら遊宛"

奥村香織さんレポーター:富山女子短期大学
(表紙の人)

ま

ん

だ

う

今
回
私
が
訪
れ
た
の
は
、

F

立
山
霊
奈
羅
d

の
世
界
を
五
感
で
疑
似
体
験
で
き
る
立
山
博

物
館
野
外
施
設
グ
ま
ん
だ
ら
遊
苑
u

で
す
。

さ
っ
そ
く
博
物
館
の
青
木
さ
ん
の
案
内

で
、
地
獄
を
イ
メ
ー
ジ
し
た
「
地
界
」
ヘ
。

え

ん

ま

ま
す
は
閤
魔
堂
で
、
不
気
味
な
音
や
光
、
香

り
で
地
獄
の
様
相
を
体
験
。
付
近
に
は
泡
の

噴
き
出
る
池
や
針
山
地
獄
を
か
た
ど
っ
た
造

形
物
な
ど
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
踏
む
と
地

中
か
ら
餓
鬼
の
呼
ぶ
声
、
が
す
る
石
畳
や
、
声

う
め

を
発
す
る
と
そ
れ
が
恐
ろ
し
い
鬼
の
帥
き
と

じ

て

ん

き

な
っ
て
こ
だ
ま
す
る
井
戸
(
地
除
鬼
)
な
ど
、

ぞ
く
っ
と
す
る
仕
掛
け
が
い
っ
ぱ
い
。
常
願

---・
.....1;・
ß~ 

堂魔閤古
田
'のnJ 

怒の魔閤十
A
V

立
自の鍾賛企道

が
「
閣
の
道
」
で
す
。

聞
は
苦
か
ら
生
ま
れ
変
わ

る
場
所
と
さ
れ
て
い
る
と

の
こ
と

D

五
感
を
最
大
限
に
働
か
せ
て
ト
ン

ネ
ル
を
抜
け
、
日
光
が
降
り
注
ぐ
陽
の
広
場

へ
出
る
と
、
私
は
不
思
議
な
心
地
よ
さ
に
包

ま
れ
て
い
ま
し
た
。
一

「

lllLI--ト
γ
-
館3
 

み
な
さ
ん
も
、
一

侍

潤

一問
問
畑
一一
一榊

一
朗

↑

一
の

一日
刊
百

道
券
一
U

立
山
博
物
館
野
外
一

関
了

一回
一四八四八
刊
品
川
一且

一
町
一
∞
一湘
一m
m
p
日
いし一う

施
設
庁
ま
ん
だ
ら
一

川山
一1
一杭
王
寺
公
民尉
一日

一
立

一
げ

一
一町

一

J
a
嫡
一

遊
苑
'
で
先
人
た

一
冊飢
一三

匡
一般

生
生時
的
一ベ

一

H
一

O
一
1
4

字
字
コ

比
一
1

ち
が
育
ん
だ
立
山
一

W
J
F

E
J灯
時
一明

信
仰
の
世
界
を
身

戸

日

日

h
小
※

一
市

【

MI
l
l
i-
-
寸
H
1M

O

を
持
っ
て
感
じ
取
一
所
一滴
一日
一料

ぺ

っ
て
み
ま
せ
ん
か
。
一
都
苑
一覧

閣

場

開

一休
一
観

畑

日
司F

l
 

mエ想

J

摂

界
芯
至

浄

天

主
再
「
l

A
 

‘ 天界を表現した
オブ、ジ‘工「天界窟J

寺
川
に
は
世
界
の
果
て
を
示
す
精

霊
橋
が
突
き
出
て
い
て
、
先
端
ま

で
行
く
と
目
も
舷
み
そ
う
な
深
い

〈
合
底
が
足
元
に
広
が
り
ま
す
。

さ
て
、
地
獄
を
体
験
し
た
後
は
、
弥
陀
ケ

ひ

原
を
見
立
て
た
「
陽
の
道
」
へ
。
こ
こ
は
、

植
生
豊
か
な
湿
原
帯
の
自
然
空
間
で
、
立
山

に
ま
つ
わ
る
伝
説
な
ど
を
学
び
な
が
う
散
策

で
き
ま
す
。
道
は
や
が
て
、
浄
土
を
イ
メ
ー

ジ
し
た
「
天
界
」
ヘ
通
じ
ま
す
。
こ
こ
に
は
、

天
界
を
表
現
し
た
オ
ブ
ジ
ェ
を
七
つ
の
小
窟

に
納
め
た
天
界
窟
、
天
の
楽
器
が
つ
く
り
出

す
音
色
、
が
響
く
天
界
奏
楽
洞
、
そ
し
て
俗
界

を
越
え
た
清
浄
芯
膜
想
空
間
、
天
至
界
な
ど
、

ど
れ
も
意
識
の
開
放
を
静
か
に
体
感
で
き
る

も
の
ば
か
り
。
こ
の
天
界
か
ら
現
世
に
戻
る

開
問
閑
附
凶
凶
回
開
閉

第

十
七
、~

u、
南
極
観
測
隊
副
隊
長

川
田
邦
夫
さ
ん

「
南
極
の
氷
に
は
太
古
の
地
球
の
情
報
が
つ
ま
っ
て
い

る
ん
で
す
よ
。
」
と
語
る
の
は
、
今
年
十
一
月
に
出
発
す
る

第
三
十
七
次
南
極
観
測
隊
(
総
勢
五
十
六
名
)
の
副
隊
長
を

務
め
る
川
田
邦
夫
富
山
大
学
助
教
授
。
川
田
さ
ん
が
観
測

隊
に
参
加
す
る
の
は
、
十
二
年
前
の
第
二
十
五
次
隊
に
次

い
で

二
度
目
と
な
り
ま
す
。

雪
氷
学
を
専
門
と
す
る
川
田
さ
ん
は
、
来
年
十
月
ま
で

沿
岸
の
昭
和
基
地
で
過
ご
し
た
後
、
内
陸
千
キ
ロ
に
あ
る

観
測
所
グ
ド

l
ム
ふ
じ
d

で
越
冬
予
定
。
「ド

l
ム
ふ
じ
の

標
高
は
約
三
千
七
百
メ
ー
ト

ル
。
冬
場
は
気
温
が
マ
イ
ナ

ス
八
十
度
以
下
に
な
る
ん
で

す
よ
。
」
と
の
想
像
を
絶
す
る

極
寒
地
で
川
田
さ
ん
の
チ
ー

ム
が
行
う
の
は
、
氷
床
に
穴

を
開
け
て
氷
の
柱
を
掘
り
出

し
、
分
析
す
る
と
い
う
作
業
。

掘
る
深
さ
は
二
千
メ
ー
ト
ル

以
上
に
も
達
す
る
そ
う
で

す
。
「
い
つ
ご
ろ
氷
河
期
が

訪
れ
た
か
な
ど
の
地
球
の
気

象
変
動
は
、
今
ま
で
地
層
の

中
の
植
物
の
化
石
な
ど
か
ら

推
定
し
て
い
ま
し
た
。
し
か

し
、
太
古
か
ら
そ
の
ま
ま
の

状
態
で
存
在
す
る
南
極
の
氷

を
分
析
す
れ
ば
、
そ
れ
ら
を

よ
り
正
確
に
知
る
こ
と
が
で

き
る
ん
で
す
。
」
こ
れ
は
、
氷

を
構
成
し
て
い
る
酸
素
の
同

位
体
に
占
め
る
原
子
量
が
多
い
酸
素
(
℃
)
の
量
か
ら
、

当
時
の
気
温
な
ど
を
推
定
す
る
と
い
う
も
の

。
こ
の
他

に
も
、
火
山
灰
の
汚
れ
な
ど
か
ら
も
色
々
な
こ
と
が
分

か
る
そ
う
で
す
。
「
深
い
と
こ
ろ
に
あ
る
氷
ほ
ど
古
い
で

す
か
ら
、
う
ま
く
ボ
ー
リ
ン
グ
で
き
れ
ば

二
十
万
年
以

上
も
前
の
こ
と
が
分
か
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
南
極
の

氷
は
、
い
わ
ば

P

字
の
な
い
歴
史
書
d

の
よ
う
な
も
の
な

ん
で
す
よ
。
」

川
田
さ
ん
が
自
然
科
学
に
興
味
を
持
っ
た
の
は
中
学

の
頃
。
北
海
道
か
ら
赴
任
し
て
き
た
理
科
の
先
生
の
影

響
が
強
い
と
い
い
ま
す
。
「
そ
の
先
生
と
は
、
よ
く
野
外

で
テ
ン
ト
生
活
を
し
な
が
ら
自
然
観
察
な
ど
を
楽
し
ん

だ
も
の
で
す
。
今
の
受
験
中
心
の
教
育
シ
ス
テ
ム
で
は

な
か
な
か
難
し
い
ご
と
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
立
山
と

い
う
自
然
の
宝
が
教
育
に

あ
ま
り
活
か
さ
れ
て
い
な

い
の
は
残
念
な
気
が
し
ま

す
ね
。
」

さ
て
、
今
回
の
観
測
隊

に
は
、
雪
氷
の
分
析
だ
け

で
な
く
副
隊
長
と
し
て
参

加
す
る
川
田
さ
ん

。

「
一

連
の
観
測
が
滞
り
な
く
進

む
よ
う
全
力
を
尽
く
し
た

い
で
す
ね
。
」
欧
米
か
ら
も

注
目
さ
れ
て
い
る
と
い
う

今
回
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が

ど
ん
な
成
果
を
あ
げ
る
の

か
、
今
か
ら
興
味
が
尽
き

ま
せ
ん
。

‘ 自分の声が鬼の
帥きに「地隠鬼J

足元に谷底が 砂

広がる「精霊橋J
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や
ま
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遊
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と
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梅
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道
高
山
・
犬
山
線
一
部
開
通
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ネ
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成
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会
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池
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会
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ふ
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記
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立
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町
)

①
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婦
人
グ
ル
ー
プ
連
絡
協
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会

⑧
立
山
田
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⑧
吉
峰
温
泉

P

よ
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み
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ゆ
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ラ
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ド
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也
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富
山
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書
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館
長
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富
山
県
に
お
け
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要
プ
ロ
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工
ク
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国
体

d
守

県
か
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の
お
知
ら
せ
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暮
ら
し
の
ア
ド
バ
イ
ス
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と
や
ま
の
祭
事
記
/
宮
め
ぐ
り
の
神
事

(
小
矢
部
市
)
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大規模林道高山・大山線一部開通式および飛越トンネル完成式

富山県・岐阜県知事懇談会

富山県・サンパウ口州友好提携十周年記念行事

4

司
飛
越
ト
ン
ネ
ル
内
で
完
成
を
祝
う
両
知
事

大
山
町
有
峰
と
岐
阜
県
神
岡
町
和
佐
府
地
区
を
結
ぶ
大
規
模
林
道
官
向
山

・
大

山
線
の
一
部
開
通
式
と
、
県
境
の
飛
越
ト
ン
ネ
ル
完
成
式
が
七
月
十
二
日
、
現

地
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
開
通
し
た
の
は
、
大
山
町
有
峰
東
谷
の
有
峰
林
道
湖
周

線
と
岐
阜
県
神
岡
町
下
之
本
の
県
道
打
保

・
神
岡
停
車
場
線
を
結
ぶ
二
ニ

・
六

キ
ロ

メ
ー
ト
ル
。

富
山
県
側
、
岐
阜
県
側
そ
れ
ぞ
れ
の
開
通
式
を
終
え
た
中
沖
富
山
県
知
事
、

梶
原
岐
阜
県
知
事
を
は
じ
め
関
係
者
は
、
飛
越
ト
ン
ネ
ル
で
合
流
。
ト
ン
ネ
ル

の
完
成
式
で
は
、
こ
の
区
間
を
含
め
た
街
道
(
大
山
町
小
見
か
ら
岐
阜
県
上
宝

村
に
至
る
六
八

・
五
キ

ロ
メ
ー
ト

ル
)
の
愛
称
を
、
有
峰
と
山
之
村
を
舞
台
に

し
た
中
河
与

一
氏
の
小
説

「
天
の
夕
顔
」
に
ち
な
み
「
飛
越
高
原
天
の
夕
顔
の

道
」
と
命
名
。
く
す
玉
割
り
の
後
、
両
県
知
事
と
中
河
氏
夫
人
の
久
仁
子
さ
ん

が
固
く
握
手
を
交
わ
し
完
成
を
祝
い
ま
し
た
。

ま
た
翌
十
三
日
に
は
、
富
山
県

・
岐
阜
県
知
事
懇
談
会
が
有
峰
青
少
年
の
家

で
行
わ
れ
、
世
界
文
化
遺
産
と
し
て

ユ
ネ
ス

コ
へ
推
薦
さ
れ
た

「白
川
郷

・
五

箇
山
の
合
掌
造
り
集
落
」
に
つ
い
て
、「
飛
越
世
界
文
化
遺
産
保
全
会
議
(
仮
称
)
」

を
設
置
す
る
こ
と
や
、
日
本
中
央
横
断
軸
構
想
の
柱
と
も
な
る
東
海
北
陸
自
動

車
道
の
全
線
開
通
に
つ
い
て
二
0
0
0年
を
目
標
に
運
動
す
る
こ
と
な
ど
で

一

致
し
ま
し
た
。

交
通
網
の
整
備
や
、
合
掌
集
落
の
保
存
等
に
お
け
る
協
力
を
き

っ
か
け
に
、

両
県
の
交
流
は
ま
す
ま
す
活
発
化
し
て
い
く
こ
と
で
し
ょ
う
。

4

司
ア
ウ
キ
ミ
ン
副
知
事
と
固
く
握
手

A 写真展を和やかに見学

富
山
県
と
ブ
ラ
ジ
ル

・
サ

ン
パ

ウ
ロ
州
が
昭
和
六
十
年
に
友
好
提
携
を

締
結
し
て
か
ら
ち
ょ
う
ど
十
周
年
に
あ
た
る
七
月
十
八
日、

富
山
県
民
会

館
で
各
種
記
念
行
事
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

関
係
者
約
八
十
名
が
出
席
し
て
行
わ
れ
た
記
念
式
典
で
中
沖
知
事
は
、

「十
周
年
を
機
に
、
岡
県
州
の
友
好
の
源
流
が
や
が
て
大
河
と
な
り
、
日

本
と
ブ
ラ
ジ
ル
に
繁
栄
を
も
た
ら
す
こ
と
を
願
う
」
と
あ
い
さ
つ
。
ジ
ェ

ラ
ル
ド

・
ア
ウ
キ
ミ
ン
副
知
事
は

「友
好
提
携
は
実
り
あ
る
結
果
を
生
ん

で
き
た
が
、
さ
ら
に
紳
を
深
め
て
い
く
こ
と
が
大
切
」
と
州
知
事
の
メ

J

セ
l
ジ
を
伝
え
ま
し
た
。
続
い
て
、
中
沖
知
事
か
ら
ア
ウ
キ
ミ
ン

h
E

副
知
事
に
同
州
で
日
本
語
を
学
ぶ
学
生
を
対
象
と
し
た
奨
学
金

h
wJ

制
度
創
設
と
日
本
語
学
習
機
材
の
目
録
を
贈
呈。

ア
ウ
キ
ミ
ン

・

E

副
知
事
か
ら
は
、
銀
と
ア
メ
ジ
ス
ト
で
作
ら
れ
た
サ
ギ
の
置
物

園

F

が
贈
ら
れ
ま
し
た
。
式
典
出
席
者
た
ち
は
、
ロ
ビ

l
で
開
催
さ

圃
・
・
司

れ
て
い
る
写
真
展

「
ふ
り
か
え
れ
ば

一
O
O
年
日
本
と
ブ
ラ
ジ

a

・・

ル
」
を
見
学
し
た
後
、
記
念
祝
賀
会
で
和
や
か
に
懇
談
し
親
睦
を

d

v

深
め
ま
し
た
。

4a

ま
た
夕
方
か
ら
は
、
県
民
会
館
大
ホ

l
ル
で
ブ
ラ
ジ
ル
の
ス
ー
パ
ー
ス

タ
l
、
シ
モ
l
ネ

・
モ
レ

l
ノ
の
コ
ン
サ
ー
ト
が
行
わ
れ
、
会
場
を
訪
れ

あ
ふ

た
人
々
は
、
そ
の
ダ
イ
ナ
ミ

ッ
ク
な
歌
声
と
躍
動
感
溢
れ
る
ス
テ
ー
ジ
に

酔
い
し
れ
て
い
ま
し
た
。

官官見@~~~。
‘迫力ある歌声を披露する

シモーネ・モレーノ

% 
いなみ国際木彫刻キャンプ'95

2 

A大規模林道の開通式(富山県側)

A梶原岐阜県知事と対談する中沖知事

包~

グ木
彫
り
の
里
。
井
波
町

の
閑
乗
寺
公
園
で
、
七
月
二

十
二
日
か
ら
八
月
六
日
の

十
六
日
間
に
わ
た

っ
て
「
木

彫
り
を
通
し
て
世
界
を

つ

な
ぐ
じ
を
テ

l
マ
に
「
い
な

み
国
際
木
彫
刻
キ

ャ
ン

プ

%
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

一
九
九

一
年
に
引
き
続

き
二
回
目
の
開
催
と
な
る

今
回
は
、
海
外
十
三
か
国
十

三
人
、
国
内
六
人
の
計
十
九

人
と
地
元
か
ら
二
グ
ル

ー
プ
を
招
待
。
野
外

で
、
原
木
か
ら
作
品
完
成
ま
で
の
公
開
制
作

を
行
い
ま
し
た
。
会
期
中
の
来
場
者
は
四
万
-

人
に
も
の
ぼ
り
、
制
作
過
程
の
見
学
や
彫
刻

一

家
た
ち
と
の

コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
楽
し
同

み
ま
し
た
。
ま
た
会
場
で
は
、
写
生

コ
ン
ク

l
司

ル
や
制
作
風
景
の
フ
ォ
ト

コ
ン
ク
ー
ル
、
国

際
食
文
化
交
流
会
な
ど
様
々
な
イ
ベ
ン
ト
が

行
わ
れ
た
ほ
か
、

二
十
八
日
に
は
井
波
町
総

合
文
化
セ
ン
タ
ー
で
、
招
待
作
家
た
ち
を
招

い
た
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

「木
の
文
化
l
暮
ら
し

と
彫
刻
ー
を
考
え
る
」
が
聞
か
れ
ま
し
た
。

な
お
、
作
品
は
十
一
月
五
日
ま
で
一
般
公
開
さ
れ
る
予
定
で
す
。

国
境
を
越
え
た
心
と
技
の
交
流
、

「
い
な
み
国
際
木
彫
刻
キ
ャ
ン
プ
」。
町
の
特
色
を
活

か
し
た
国
際
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
定
着
し
、
木
彫
り
を
通
じ
た
国
際
的
な
相
互
理
解
が
深

ま

っ
て
い
く
こ
と
で
し
ょ
う
。

F・・4・EZ盟主車惨ーー唱
平成 7年 7月11日~日月10日

A国際食文化交流会の糠子

大規模林道高山・大山線 和佐府区問、

有峰区間開通式 飛越トンネル完成式

第 5回富山県・岐車県知事懇談会

平成 7年度日本の心のふるさとを守り育てる

飛越協議会総会

太閤山ランドプール聞き

富山県・サンパウロ州友好提携10周年記念式典

ブラジル音楽祭シモーネ・モレーノ・コンサート

いなみ国際木彫刻キャンプ '95

知事のまちまわり(高岡市 ~28 日 )

第48回県民体育大会 (~31 日)

「夏の青少年を守る運動」街頭一斉啓発

水環境フェア'95

富山くすりフェア(~ 5日)

第 8回人口問題懇話会

第 5回出会いふれあいの道フェスティパル

ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー・_.
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7月12日

7月13日

7月15日

7月18日

7月22日

7月27日

7月29日

8月3日

8月5日

8月8日

8月10日



子
ど

生
ま

子どもが健やかに

生まれ育つ

社会の実現

特

集

社
会
進
出
の
増
大
、
子
育
て
費
用
の
増
大
な
ど
様
々
な
も
の

が
考
え
ら
れ
る
た
め
、
あ
ら
ゆ
る
方
面
か
ら
の
施
策
を
総
合

的
に
展
開
し
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
す
。

以
下
、
仕
事
と
子
育
て
の
両
立
支
援
、
母
子
保
健
医
療
サ
ー

ビ
ス
の
充
実
、
遊
ぴ
と
交
流
環
境
の
整
備
の
三
分
野
に
分
け
、

各
々
の
少
子
化
対
策
を
紹
介
し
ま
す
。

仕
事
と
子
育
て
の

両
立
支
援

本
県
に
お
け
る
女
性
就
業
率
(
平
成
二
年
)
は
五
三
・
二

%

で
全
国
第
六
位
、
共
働
き
率
は
六
四
・五
%
で
同
三
位
と
と
も

に
高
く
、
特
に
二
十
代
、
二
一
十
代
の
女
性
就
業
率
は
増
加
傾
向

に
あ
り
ま
す
(表

2
)
。
し
か
し
な
が
ら
、
育
児
と
就
労
を
両

立
で
き
る
環
境
が
十
分
で
は
な
い
こ
と
に
加
え
、
家
事
や
育

児
等
の
負
担
を
ほ
と
ん
ど
女
性
の
み
が
負
う
傾
向
が
依
然
と

し
て
根
強
い
た
め
、
女
性
に
過
重
の
負
担
が
か
か

っ
て
い
る

の
が
実
情
で
す
。

こ
の
た
め
県
で
は
、
保
護
者
の
ニ

l
ズ
に
応
じ
た
多
様
で
弾

力
的
な
保
育
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
、
働
き
な
が
ら
安
心
し
て
子
育

て
が
で
き
る
労
働
環
境

・
条
件
の
整
備
を
進
め
て
い
ま
す
。

山
保
育
サ
ー
ビ
ス
の
充
実

県
が
昨
年
実
施
し
た
「
保
育
ニ

l
ズ
等
に
関
す
る
ア
ン

ケ
ー
ト
調
査
」
に
よ
れ
ば
、
保
育
所
に
通
っ
て
い
る
子
ど
も
を

持
つ
母
親
の
四
割
以
上
が
保
育
所
に
対
し
「
仕
事
や
勤
め
の

時
間
に
あ

っ
た
預
か
り
方
を
し
て
ほ
し
い
」
と
い
う
要
望
を

持

っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

学
童
保
育
の
実
施
や
年
度
途
中
で
の

入
所
と
い

っ
た
要
望
も
か
な
り
見
受
け
ら
れ
ま
す
(図
1
)
。

県
で
は
、
こ
の
よ
う
に
多
様
化
す
る
保
育
ニ

l
ズ
に
応
え

る
た
め
、
特
別
保
育
事
業
を
推
進
し
て
い
ま
す
。
例
え
ば
、
親

の
傷
病
、
災
害
・事
故
、
冠
婚
葬
祭
な
ど
の
社
会
的
事
由
ま
た

は
休
養
の
た
め
、
保
育
所
に
通

っ
て
い
な
い
子
ど
も
の
保
育

が

一
時
的
に
必
要
な
場
合
、
そ
れ
が
少
人
数
で
も
保
育
所
に

対
し
人
件
費
を
補
助
す
る

一
時
的
保
育
推
進
事
業
を
今
年
度

近年、出生率の低下や都市化の進展、

女性の社会進出の増大など、子どもや

家庭を取り巻く環境は大きく変化して

います。

特に全国的に見られる出生率の低下

は深刻な問題であり、全国よりも早い

ペースで高齢化が進展している本黒に

おいては、 r若者の定着と流入の促進J

や、「子どもを生み育てやすい環境づく

り」といった総合的な対策の実施が急

務となっています。

県では、前者については「人口問題懇

話会」において“働〈場"、“学ぶ場"、

“遊ぶ場"の創出という観点から検討

を進めているほか、後者については「児

童環境づくり推進協議会」を設置し、出

産・育児に関する課題や対応策につい

て幅広い見地から検討を重ねていま

す。ここでは、子どもが健やかに生まれ

育つ社会の実現に向けて県が取り組む

施策を中心に紹介します。

富
山
県
に
お
け
る

少
子
化
の
現
状
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本
県
に
お
け
る
近
年
の
出
生
数
は
、
昭
和
四
十
七
年
を

ピ
l
ク
に
減
少
傾
向
に
あ
り
、
十
八
才
未
満
の
子
ど
も
の
人

口
(
平
成
五
年
十
月
)
は
二
十
年
前
に
比
べ
約
二
割
も
少
な
く

な

っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
出
生
率
(
人
口
千
対
)
は
、
九
・
一

で
、
全
国
平
均
の
一

0
・
0
を
下
回
っ
て
い
ま
す
(
平
成
六
年

概
数
)
。
ま
た
、
一
人
の
女
性
が
生
涯
に
生
む
子
ど
も
の
数
を

示
す
合
計
特
殊
出
生
率
は
一

・五
四
と
、
全
国
平
均
の
て
五

O
を
上
回
っ
て
い
る
も
の
の
、
全
国
的
に
少
子
化
が
進
ん
で

い
る
こ
と
を
考
え
れ
ば
決
し
て
高
い
数
値
と
は
い
え
ま
せ
ん

(表
1
)
。

こ
の
よ
う
な
少
子
化
現
象
に
よ
り
、
高
齢
化
に
拍
車
が
か

か
る
の
は
も
ち
ろ
ん
、
労
働
力
不
足
に
よ
る
地
域
社
会
の
活

つ
ち
か

力
の
低
下
、
さ
ら
に
は
子
ど
も
の
自
主
性
や
社
会
性
が
培
わ

れ
な
い
な
ど
、
様
々
な
弊
害
が
心
配
さ
れ
て
い
ま
す
。

少
子
化
の
原
因
と
し
て
は
、
結
婚
・
子
育
て
に
対
す
る
意
識

の
変
化
、
家
庭
・地
域
社
会
の
子
育
て
機
能
の
低
下
、
女
性
の

か
ら
開
始
。
ま
た
、
親
の
仕
事
の
都
合
等
で
延
長
保
育
を
要
す

る
児
童
の
い
る
保
育
所
に
対
す
る
補
助
も
大
幅
に
拡
充
し
ま

し
た
。

条
件
の
整
備
が
欠
か
せ
ま
せ
ん
が
、
そ
の
有
効
な
も
の
の
一

つ
と
し
て
事
業
所
内
保
育
施
設
の
設
置
が
あ
り
ま
す
。
前
出

ア
ン
ケ
ー
ト
で
も
、
「
勤
務
先
企
業
等
に
保
育
所
を
設
置
し
て

ほ
し
い
」
と
い
う
要
望
が
目
立

っ
て
い
ま
す
。

県
で
は
今
年
度
か
ら
、
乳
幼
児
定
員
が
国
の
補
助
基
準
(
十

人
以
上
)
に
満
た
な
い
事
業
所
内
保
育
施
設
に
つ
い
て
、
そ
の

施
設
整
備
費
(
新
設
)
お
よ
ぴ
運
営
費
の
助
成
を
行
う
な
ど
、

働
き
な
が
ら
安
心
し
て
子
育
て
が
で
き
る
労
働
環
境
の
整
備

に
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
他
、
育
児
休
業
制
度
の
普
及
に
伴
う
年
度
途
中
で
入

所
す
る
三
才
未
満
児
の
増
加
に
対
処
す
る
た
め
、
年
度
途
中

入
所
者
が
少
人
数
の
保
育
所
に
対
し
て
も
人
件
費
の
補
助
を

行
っ
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
昼
間
保
護
者
の
い
な
い
小
学
校
低

学
年
児
童
の
保
育
に
つ
い
て
も
助
成
を
行
っ
て
い
ま
す
。

⑫
労
働
環
境
・
条
件
の
整
備

職
業
生
活
と
家
庭
生
活
の
両
立
の
た
め
に
は
労
働
環
境
・

出生数、出生率、合計特殊出生率の推移(富山県、全国)

出生数 出生率(人口千対) 合計特殊出生率
区介

富山県(人) 全国(首人) 富山県 全国 富山県 全国

50年 17，305 19，014 16.2 17.1 1.94 1.91 

55年 13，555 15，769 12.3 13.6 1.77 1.75 

60年 11，986 14，316 10.7 11.9 1.79 1.76 

平成元年 10，286 12，468 9.2 10.2 1.59 1.57 

6年 10，223 12，382 9.1 10.0 1.54 1.50 

表 1

15歳カ、ら 49歳までの合計

資料;人口動態統計(厚生省)

区 介 55年 60年 2年 全国(2年)

女性就業率 (女性就業者数/15才以上の女性人口) 54.9 53.8 53.2 47.1 

25~29 才女性就業率 61.6 64.3 67.8 58.6 

30~34 才女性就業率 65.2 67.6 68.0 49.2 

共働き率 (夫婦ともに就業世中客数/夫婦のいる一般世帯数) 64.0 64.7 64.5 48.1 

6才未満の子どもがいる世帯に占める共働き世帯の割合 56.0 33.9 

%) (単位

合計特殊出生率= (母の年齢別出生率/年齢別女性人口)

女性就業率・共働き率(富山県、全国)表 2

資料:国勢調査(総務庁)

県内の保育所に通っている子どもを持つ母親

(単位

対象保育所への要望(富山県)

(複数解答・上位 7位)

図 1

%) 

40 20 

41.8 

35.6 
一一旬」

10 

25.6 

20.3 
一寸ー-

18.7 

①仕事や勤めの時間にあった預かり方をしてほしい

③年度途中の希望する時から預かつてほしい

④勤務先企業等に保育所を設置してほしい

⑤子育てやその他の相談窓口を開設してほしい

②学童保育を実施してほしい

⑤住所地以外の他市町村の保育所への入所

⑦勤めの都合等で日曜日や祝祭日に預かつてほしい
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安臥して働ける臓揚づくり
子どもが健やかに

生まれ育つ

社会の実現

母
子
保
健
医
療

サ
ー
ビ
ス
の
充
実

核
家
族
化
や
出
産

・
育
児
等
に
関
す
る
情
報
の
氾
濫
、
晩
婚

化
に
伴
う
高
齢
出
産
の
増
加
な
ど
、
い
ま
子
育
て
を
取
り
巻
く

環
境
は
大
き
く
変
化
し
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
中
、
丈
夫
な
子
ど
も

を
生
み
、
健
や
か
に
育
て
る
た
め

の
保
健
対
策
、
母
子
保
健
医
療
に

つ
い
て
従
来
か
ら
の
施
策
の
一
層

の
充
実
を
図
る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
、

新
た
な
時
代
の
ニ

l
ズ
に
対
応
し

た
施
策
を
行
う
ラ
」
と
は
極
め
て
重

要
で
す
。

山
丈
夫
な
子
ど
も
を
生
む
た
め
に

本
県
で
は
、
新
生
児
の
死
亡
率
が
全
国
平
均
に
比
べ
高
い

水
準
に
あ
り
ま
す
(図
2
)
。
新
生
児
死
亡
を
減
少
さ
せ
る
た

め
に
は
、
適
切
な
治
療
を
行
う
こ
と
に
よ
り
、
早
産
を
予
防

し、

一
、
五

0
0
グ
ラ
ム
未
満
の
極
小
未
熟
児
(
極
低
出
生

体
重
児
)
の
出
生
を
減
ら
す
こ
と
が
最
も
重
要
で
す
。

県
で
は
昨
年
度
か
ら
、
切
迫
早
産
の
入
・通
院
に
か
か
る
医

療
費
の
公
費
負
担
を
実
施
し
て
お
り
、
今
ま
で
か
な
り
の
件

数
の
助
成
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
切
迫
早
産
の
症
状
が

あ
る
妊
婦
に
対
し
、
医
師
と
の
連
携
に
よ
る
訪
問
指
導
を
実

施
し
て
い
る
ほ
か
、
保
健
指
導
の
ポ
イ
ン
ト
等
を
記
載
し
た

「訪
問
指
導
マ

ニ
ュ
ア
ル
」
を
作
成
し
、
訪
問
指
導
従
事
者
に

配
布
す
る
な
ど
、
早
産
予
防
の
啓
発
に
努
め
て
い
ま
す
。

也
子
ど
も
を
健
や
か
に
育
て
る
た
め
に

子
ど
も
を
健
や
か
に
育
て
る
た
め
に
は
、
子
ど
も
の
健
康

づ
く
り
、
疾
病
・障
害
の
発
生
予
防
の
推
進
や
、
慢
性
疾
患
を

持
つ
子
ど
も
へ
の
支
援
が
必
要
で
す
。

特
に
、
礼
幼
児
の
入
院
は
重
症
の
疾
病
が
多
く
、
家
族
の
肉

体
的
・精
神
的
そ
し
て
経
済
的
負
担
も
大
き
い
た
め
、
県
で
は

アオキ電気工業(械

朝日町iこある戸オキ電気工業側では、平成3年lご製

造業としては県内初の企業内保育園「ちゅうりつぶ保

育園」を叡立。社長の青木宏さんにお話を伺いましだ。

企アオキ電気工業側

青木宏さん

社長

朝日町

-
企
業
内
保
育
園
設
立
の
き
っ
か
け
は

子
ど
も
が
生
ま
れ
る
と
育
児
の
た
め
仕
事
を

や
め
る
人
が
後
を
絶
た
な
か
っ
た
た
め
、
昭
和

六
十
三
年
に
育
児
休
暇
制
度
を
導
入
し
ま
し

た
。
し
か
し
、

一
年
の
育
児
休
暇
を
取
っ
た
後
で

も
、
核
家
族
化
が
進
む
今
日
で
は
子
ど
も
を
見

て
く
れ
る
人
が
い
な
い
た
め
、
パ

ー
ト
に
し
て

ほ
し
い
と
い
う
社
員
が
数
多
く
見
ら
れ
ま
し

た
。
育
児
休
暇
制
度
の
導
入
だ
け
で
は
、
女
性
の

仕
事
離
れ
の
根
本
的
な
解
決
策
に
は
な
ら
な

か
っ
た
の
で
す
。
そ
こ
で
、
助
成
金
等
を
利
用
し

て
企
業
内
保
育
園
の
開
設
に
踏
み
切
り
ま
し

た。

集

特

市
町
村
と
と
も
に
、
従
来
の

O
歳
児
の
入
・
通
院
医
療
費
の
助

成
に
加
え
、
こ
の
六
月
か
ら
未
就
学
児
童
の
入
院
医
療
費
に

つ
い
て
の
助
成
を
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

遊
び
と
交
流

環
境
の
整
備

遊
び
ゃ
多
様
な
交
流
・体
験
は
、
子
ど
も
の
健
や
か
な
成
長

に
な
く
て
は
な
ら
な
い
も
の
で
す
が
、
少
子
化
や
都
市
化
の

進
展
に
よ
り
子
ど
も
が
自
由
に
遊
ぴ
、
交
流
で
き
る
環
境
が

狭
ま
っ
て
い
ま
す
(図
3
)
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
イ
ベ
ン
ト
等

を
通
じ
た
遊
び
の
啓
発
や
子
ど
も
自
ら
が
遊
び
を
創
造
で
き

る
よ
う
な
遊
び
場
づ
く
り
、
世
代
を
越
え
た
交
流
の
機
会
づ

く
り
、
そ
し
て
、
子
ど
も
の
安
全
に
配
慮
し
た
ま
ち
づ
く
り
な

ど
を
進
め
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

川
遊
び
環
境
の
整
備

県
で
は
、
イ
ベ
ン
ト
等
を
通
じ
た
遊
び
の
啓
発
と
し
て
、

「
こ
ど
も
フ
ェ
ス
タ
(
仮
称
)
」
の
来
年
度
開
催
に
向
け
企
画

等
諸
準
備
を
行
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
子
ど
も
自
ら
が
遊
び

を
形
づ
く
り
、
遊
び
文
化
を
創
造
し
て
い
く
こ
と
が
で
き
る

よ
う
、
子
ど
も
に
と
っ
て
の
遊
ぴ
の
重
要
性
を
県
民
に
再
認

識
し
て
も
ら
う
こ
と
を
目
的
と
す
る
催
し
で
す
。
ま
た
こ
の

イ
ベ
ン
ト
の

一
環
と
し
て
、
木
を
使

っ
た
夢
の
あ
る
遊
具
・お

も
ち
ゃ
の
デ
ザ
イ
ン

コ
ン
テ
ス
ト
を
実
施
す
る
た
め
、
全
国

に
向
け
デ
ザ
イ
ン
画
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
、
子
ど
も
が
安
全
に
の
び
の
び
と
遊
べ
る
環
境
づ

く
り
を
進
め
る
た
め
、
市
街
地
や
農
村
、

山
村
な
ど
、

地
域
ご

と
の
望
ま
し
い
子
ど
も
の
遊
ぴ
場
や
地
域
の
支
援
体
制
の
あ

り
方
、
広
域
的
な
施
設
の
整
備
方
針
等
を
示
し
た
「
子
ど
も
の

遊
び
創
造
プ
ラ
ン
」策
定
に
取
り
組
み
ま
す
。
こ
れ
は
、
二
十

一
世
紀
に
向
け
た
本
県
の
子
ど
も
の
遊
び
環
境
の
ハ

l
ド

・

ソ
フ
ト
両
面
で
の
指
針
と
な
る
も
の
で
す
。

.伸び伸びと遊ぶ園児たち

.f呆母さん

-
保
育
園
の
概
要
は

「ち
ゅ
う
り
つ
ぶ
ほ
い
く
え
ん
L

と
い
う
名
称
は
、
社
員

か
ら
募
集
し
て
決
め
ま
し
た
。
現
在
、
園
児
数
は
十
人
、

保
母
さ
ん
は
三
人
で
す
。

施
設
内
に
は
、
保
育
室
、
遊
戯

室
、
乳
児
室
が
完
備
し
て
い
ま
す
。
親
等
が
冠
婚
葬
祭
の

と
き
や
他
の
保
育
所
が
休
み
の
と
き
な
ど
の
臨
時
保
育

や
一
時
的
保
育
の
ほ
か
、

一
般
の
方
々
に
も
開
放
し
て
い

ま
す
。

-
保
育
園
の
特
色
は

「子
を
か
け
す
ぎ
ず
、
目
は
離
さ
ず
」
を
保
育
の
信
条
と

し
て
い
ま
す
。
お
母
さ
ん
た
ち
と
保
母
さ
ん
と
の
間
で

は
、
連
絡
を
頻
繁
に
と
り
あ
い
、
特
に
闘
児
の
健
康
状
態

に
つ
い
て
は
十
分
気
を
つ
け
て
い
ま
す
。
事
業
所
と
保
育

園
が
目
と
鼻
の
先
で
す
の
で
、
普
段
す
ぐ
に
で
も
連
絡
を

取
り
合
え
る
と
い
う
の
が
大
き
い
で
す
ね
。
ま
た
、
「
ち
ゅ

う
り
つ
ぶ
だ
よ
り
」
と
い
う
機
関
紙
を
発
行
し
て
、
育
児

に
つ
い
て
の
情
報
を
お
母
さ
ん
た
ち
に
幅
広
く
提
供
し

て
い
ま
す
。

-
こ
れ
か
ら
の
企
業
内
保
育
巴
つ
い
て

欧
米
で
は
、
企
業
内
に
託
児
施
設
が
あ
る
の
は
当
た
り

前
に
な

っ
て
お
り
、
そ
の
点
で
日
本
は
か
な
り
遅
れ
て
い

6 

日
子
ど
も
と
子
育
て
に
安
全
で
や
さ
し
い
ま
ち
、つ
く
り

子
ど
も
や
子
育
て
中
の
親
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
人
に
や

さ
し
い
ま
ち
づ
く
り
と
し
て
、
県
で
は
「
健
や
か
に
子
ど
も
を

生
み
育
て
る
環
境
づ
く
り
事
業
」
を
創
設
し
、
市
町
村
が
公
共

施
設
内
に
ベ
ビ

l
ル
l
ム
や
授
乳
室
等
を
設
置
し
た
場
合
の

助
成
を
行

っ
て
い
ま
す
。
ま
た
今
年
度
か
ら
、
子
育
て
中
の
親

が
気
軽
に
文
化
活
動
等
に
参
加
で
き
る
よ
う
に
、
県
立
の
文

化
ホ
!
ル
等
で
県
が
催
し
物
を
開
催
し
た
場
合
、
モ
デ
ル
的

に
施
設
内
に
乳
幼
児
を
預
か
る
臨
時
保
育
室
設
置
事
業
を
実

施
し
て
い
ま
す
。

出生千対)

\/:~ 

%) 
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資料 ;育児の発達に関する母親の意識調査(平成 5年.富山県宇L幼児教育振興研究協議会)
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新生児死亡率の推移(富山県、全国)
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図 3

図 2る
状
況
に
あ
り
ま
す
。
大
き
な
企
業
か
ら
も
よ
く
企
業
内
保

育
園
の
ノ
ウ
ハ
ウ
に
つ
い
て
問
い
合
わ
せ
が
あ

っ
た
り
視
察

に
来
ら
れ
た
り
は
し
ま
す
が
、
ま
だ
ま
だ
設
置
に
踏
み
切
る

ま
で
に
は
至
っ
て
い
な
い
よ
う
で
す
。
も
ち
ろ
ん
資
金
面
の

問
題
が
最
も
大
き
い
と
思
い
ま
す
が
、
事
業
者
自
身
が
託
児

施
設
の
必
要
性
を
よ
り
認
識
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
で
し
ょ

う
ね
。そ

れ
か
ら
、
三
歳
ま
で
は
親
が
育
て
る
べ
き
と
い
う
戸
を

よ
く
耳
に
し
ま
す
が
、
仕
事
中
に
会
え
な
い
分
だ
け
む
し
ろ

親
子
の
併
は
深
ま
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
仕
事
が
終

わ
っ
て
子
ど
も
を
迎
え
に
来
る
親
と
子
ど
も
た
ち
の
嬉
し
そ

う
な
表
情
を
見
て
い
る
と
そ
う
思
え
て
く
る
ん
で
す
よ
。

こ
こ
で
取
り
上
げ
た
以
外
に
も
、
多
子
世
帯
に
対
す
る
住

宅
融
資
条
件
を
緩
和
し
て
い
る
ほ
か
、
第
三
子
以
降
の
三
歳

未
満
児
の
保
育
料
を
軽
減
す
る
市
町
村
に
対
し
て
助
成
を
講

じ
る
な
ど
、
出
産
・育
児
へ
の
経
済
的
支
援
に
も
努
め
て
い
ま
す
。

ま
た
、
丈
夫
な
子
ど
も
を
生
む
た
め
に
、
産
科
と
小
児
科

等
の
連
携
や
不
妊
相
談
な
ど
を
行
う
母
子
保
健
医
療
に
関
す

る
県
内
の
拠
点
と
し
て
、
母
子
医
療
セ
ン
タ
ー
の
設
置
に
つ

い
て
検
討
し
て
い
ま
す
。

県
で
は
今
後
も
、

「子
ど
も
が
健
や
か
に
生
ま
れ
育
つ
こ
と

が
で
き
る
社
会
」
の
実
現
に
向
け
、
引
き
続
き
総
合
的
な
対
策

を
進
め
て
い

き
ま
す
。
ま
た
、
県
民
一
人
ひ
と
り
が
、
子
ど
も

や
家
庭
、
子
育
て
に
対
す
る
関
心
を
一
層
高
め
て
い
く
と
と

も
に
、
家
族
や
地
域
で
積
極
的
に
協
力
し
て
い
く
こ
と
が
何

よ
り
も
大
切
で
す
。

お
気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
o

Q
特
別
保
育
等
に
つ
い
て

県
庁
児
童
家
庭
課

2
0
7
6
4
1M
13
2
0
8

Q
由
子
保
健
医
療
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て

県
庁
健
康
課

8
0
7
6
4
t
M
B3
2
2
6

Q
事
業
所
内
保
育
所
巴
つ
い
て

県

庁

労

政

課

包

0
7
6
4
1M
l
3
2
5
7
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だ
れ
も
い
な
い
の
に
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北アルプスを貫く立山黒部アルペンルート、日本一のアー

チ式ダムの黒部ダム、落差日本一を誇る称名滝などは、多く

の観光客で賑わい、観光関連産業も多い。また、立山の自然

と立山信仰をテーマにした立山博物館に、このほど野外施設

“まんだら遊苑"が完成。まさに地域全体を舞台とした体験

型の博物館となっている。

また、環境問題への取り組みも積極的で、ごみの減量や資

源リサイクル運動に効果をあげ、注目されている。

人口 、

人口 27，580人l

面積

ックス
ブ

心まてリ

ノ、ーー

“よしみねゆ~ランド"吉峰温泉
』
F

ハ
l
ブ
園

キ
ャ
ン
プ
場
や
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
広

場
、
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
、
山
野
草
固
な
ど

か
ら
な
る
レ
ジ
ャ
ー
拠
点
、
ぞ
グ
リ
ー
ン

パ
l
ク
吉
峰
θ

に
、
こ
の
ほ
ど
吉
峰
温

泉
。
よ
し
み
ね
ゆ
j
ラ
ン
ド
。
が
オ
ー

プ
ン
し
た
。

A よしみねゆ~ランド

「も
と
も
と
は
、
こ
こ
に
温
泉
を
つ

く
る
計
画
は
な
か

っ
た
ん
で
す
よ
」

と

グ
リ
ー

ン
パ

ー
ク
吉
峰
の
西
野
義
雄
さ

ん
。
温
泉
の
建
設
構
想
は
、
近
く
に
建

設
中
の
リ

ハ
ビ
リ
病
院
が
温
泉
を
掘
り

あ
て
た
こ
と
に
始
ま
る
。
「せ

っ
か
く
温

泉
が
出
た
ん
だ
か
ら
、
パ
ー
ク
内
に
も

ぜ
ひ
浴
場
を
つ
く
ろ
う
と

い
う
こ
と
に

な
っ
た
ん
で
す
」
こ

の
か
ゆ

1
ラ
ン
ド
。

の
目
玉
は
ハ

l
ブ
湯
。
し
か
も
、
使
わ

れ
る
ハ

l
ブ
は
全
て
隣
接
す
る

ハ
l
ブ

園
で
栽
培
さ
れ
て
い
る
も
の
だ
。

「
ハ
ー

ブ
に
は
香
り
だ
け
で
な
く
、

様

々
な
薬

効
が
あ
る
ん
で
す
。
例
え
ば
ラ
ベ
ン
ダ
ー

あ
せ
も

は
、
汗
疹
、
肩
凝
り
、

神
経
痛
、
リ
ウ

マ
チ
な
ど
に
効
能
が
あ
る
そ
う
で
す
よ
」

と
西
野
さ
ん
。
温
泉
と
ハ

l
ブ
の
相
乗

効
果
も
大
い
に
期
待
で
き
る
と
い
う
わ

け
だ
。
そ
の
ほ
か
、
打
た
せ
湯
や
ジ
ェ
ッ

ト
湯

(泡
風
呂
)
な
ど
い
ろ
い
ろ
な
温

泉
が
楽
し
め
る
。

「
ス
ポ
ー
ツ
や
野
外
レ
ジ
ャ
ー
で
汗

を
か
い
た
後
、
ゆ

っ
た
り
お
湯
に
つ
か
っ

て
い
か
れ
る
方
も
多
い
で
す
ね
。
土
日

に
な
る
と
五
百
人
以
上
の
利
用
客
で
賑

わ
う
ん
で
す
よ
」
こ
の
秋
、
た

っ
ぷ
り

自
然
を
満
喫
し
た
後
は
、
。
よ
し
み
ね
ゆ

i
ラ
ン
ド
。
で
心
も
体
も
リ
ラ
ッ
ク
ス

し
て
み
て
は
い
か
が
だ
ろ
う
。

A 西野義雄さん
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ゃ
ん
た
も
の

J
、
だ
わ
り
特
産
品
d

立
山
町
農
村
婦
人
グ
ル
ー
プ
連
絡
協
議
会

企西国弥生さん

立
山
町
農
村
婦
人
グ
ル
ー
プ
連
絡
協
議
会
加
工
部
会
(
会
員
三
十

名
)
は
、
十
年
以
上
に
わ
た
り
、
町
の
特
産
品
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で

い
る
。
協
議
会
会
長
の
西
田
弥
生
さ
ん
に
お
話
を
う
か
が
っ
た
。

「当
初
は
、
米
の
消
費
拡
大
を
目
的
に
始
め
た
ぷ
犬
、
も
ち
。
づ
く
り
が
、

い
つ
し
か
特
産
品
化
の
方
向
へ
と
進
展
し
て
い
っ
た
ん
で
す
」
寒
も
ち

の
商
品
化
に
は
六
年
も
の
歳
月
が
費
や
さ
れ
た
と
い
う
。
「
会
員
た
ち
で

材
料
や
製
造
方
法
な
ど
、
研
究
に
研
究
を
重
ね
ま
し
た
。
で
す
か
ら
商

品
に
は
自
信
を
持
っ
て
い
ま
す
」
そ
の
言
葉
通
り
、
。
権
現
か
ん
も
ち
。

と
名
付
け
ら
れ
た
商
品
に
は
、
様
々
な
こ
だ
わ
り
が
見
ら
れ
る
。
も
ち

米
に
は
最
高
級
の
品
種
を
使
い
、
よ
も
ぎ
、
し
そ
、
干
し
え
び
と
い

っ

た
天
然
の
素
材
で
味
付
け
、
色
付
け
を
行
う
。
無
論
、
合
成
着
色
料
は

一
切
使
わ
な
い
。
「
み
や
げ
物
屋
さ
ん
を
中
心
に
販
売
し
て
い
ま
す
が
、

県
外
の
お
客
さ
ん
に
は
珍
し
い
よ
う
で
、
よ
く
売
れ
ま
す
よ
」
寒
も
ち

き

ゅ

う

り

な

す

と

う

が

ん

か

す

だ
け
で
は
な
く
、
胡
瓜
や
茄
子
、
冬
瓜
な
ど
を
粕
漬
け
に
し
た

グ
雷
鳥

漬
。
も
人
気
商
品
。
会
員
自
ら
が
栽
培
か
ら
加
工
ま
で
を
手
が
け
て
い

る
。
近
々
、
寒
も
ち
、
漬
物
の

セ
ッ
ト
商
品
も
売
り
出
す
予
定
だ
。

「売
上
は
ど
ん
ど
ん
伸
ぴ
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
皆
様
に
喜
ば
れ

る
特
産
品
を
開
発
し
て
い
き
た
い
で
す
ね
」
西
田
さ
ん
の
言
葉
か
ら

は、

J
」
だ
わ
り
商
品
。
づ
く
り
に
賭
け
る
会
員
の
皆
き
ん
の
熱
意
が
ひ

し
ひ
し
と
伝
わ

っ
て
く
る
。

企野田正喜さん

町
の
歴
史
が
こ

立
山
町
郷
土
資
料
館

こ
の
四
月
、
五
百
石
商
庖
街
の
真
ん
中
に
立
山

町
郷
土
資
料
館
が
開
館
し
た
。
「
も
と
も
と
銀
行

だ
っ
た
こ
の
建
物
を
、
取
り
壊
さ
ず
に
改
修
し
て

こ
の
資
料
館
が
誕
生
し
た
ん
で
す
よ
」
と
、
同
資
料

館
の
野
田
正
喜
さ
ん
。

館
内
に
は
、
縄
文
時
代
か
ら
昭
和
初
期
ま
で

の

出
土
品
や
古
文
書
、
絵
図
、
陶
器
な
ど
が
時
代
別
に

展
示
き
れ
て
い
る
。
中
で
も
、

十
六
世
紀
末
に
立
山
町
で
生
ま
れ
た
越
中
瀬
戸
焼
の
器
の
数
々
や
、
日
本

そ
う
せ
き

画
家
、
辻
蒼
石
が
明
治
時
代
に
描
い

た
グ
立
山
八
景
。
な
ど
が
目
を
引
く
。
「各
家
庭
の
蔵
に
は
、
ま
だ

ま
だ
町
に
関
す
る
貴
重
な
品
々
が
眠

っ
て
い
る
ん

で
す
。
開
館
時
に
は
、
江
戸
時
代
に
岩
瞬
寺
で
宿
坊

を
営
ん
で

い
た
家
々
か
ら
史
料
を
お
借
り
し
て
、

企
画
展
を
聞
い
た
ん
で
す
よ」
と
野
田
さ
ん
。
十
一

月
に
は、

五
百
石
の
生
い
立
ち
を
テ
ー
マ
に
し
た

第
二
回
企
画
展
を
行
う
と
い
う
。

ま
た
二
階
フ

ロ

ア
は
、

町
の
芸
術
愛
好
家
た
ち
の
作
品
発
表
の
場

と
し
て
開
放
。
月
二
回
の
割
合
で
絵
画
、
書
、
写
真

な
ど
の
展
示
会
が
聞
か
れ
て
お
り
、
ま
さ
に
地
域

に
密
着
し
た
施
設
と
な
っ
て
い
る
。

「歴
史
と
い
う
も
の
は
、
年
月
が
経
過
す
る
ほ
ど

あ
い
ま
い

暖
昧
に
な
る
も
の
で
す
。
町
の
歴
史
を
ひ
も
と
く

こ
と
は
、
こ
の
資
料
館
に
携
わ
る
者
の
重
要
な
役

割
だ
と
考
え
て
い
ま
す
」
野
田
さ
ん
の
力
強
い

言

葉
が
印
象
的
だ

っ
た
。

立山八景より砂

1 1 
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企郷土史愛好家のパイプル r富山県史』あ
...開催内定通知書を受理する中沖知事

冒幽県⑩
主要プロジェクト

我が国最大のスポーツの祭典である

西暦2000年(平成12年)に、富山県で開

よ内定しました。

準備委員会では、この国体が県民総参加の富山らしい感動

あふれる大会となるよう、開催に向けた準備を進めています。

「あ
さ
早
う
か
ら
か
ん
に
ん
。
い
ま
時
分
に
来
ん
に
ゃ
、
い
い
席

取
れ
ん
も
ん
や
さ
か
い
。
」
あ
の
歴
史
講
座
の
常
連
、
コ
ー
さ
ん
が

今
年
も
一
番
に
元
気
な
姿
を
現
し
た
。
今
年
度
の
講
座
初
日
の
朝

八
時
半
過
ぎ
の
こ
と
で
あ
る
。

県
史
に
関
す
る
知
識
の
普
及
事
業
の
一
環
と
し
て
富
山
県
の
歩

み
を
学
ぶ

こ
の
講
座
は
今
年
で
九
年
目
。
当
館
が
各
界
か
ら
講
師

を
招
き
、
毎
年
春
か
ら
夏
に
か
け
て
富
山
県
の
歴
史
に
係
わ
る

様
々
な
講
演
を
実
施
し
て
い
る
も
の
で
あ
る
。
当
初
は
三
十
名
の

定
員
で
恐
る
恐
る
始
め
た
も
の
だ

っ
た
が
、
今
で
は
百
名
を
超
え

あ
ふ

る
受
講
希
望
者
を
断
り
切
れ
ず
、
毎
回
会
場
が
溢
れ
ん
ば
か
り
の

盛
況
で
あ
る
。
毎
年
ほ
と
ん
ど
欠
か
さ
ず
に
顔
を
見
せ
る
人
が
半

数
、
女
性
が
三
分
の
一
、
年
齢
層
は
二
十
才
代
か
ら
九
十
才
代
ま
で

な
ど
、
受
講
者
の
顔
ぶ
れ
は
実
に
多
彩
で
あ
る
。

い
つ
も
な
が
ら
受
講
者
の
出
足
は
早
い
。
日
頃
は
閑
散
と
し
た

駐
車
場
が
様
々
な
自
家
用
車
や
自
転
車
で
溢
れ
、
十
時
間
演
の
前

に
は
、
会
場
は
今
日
も
す
で
に
熱
心
な
聴
衆
で

一
杯
と
な

っ
た
。
講

演
が
始
ま
る
と
、
そ
こ
か
し
こ
で
メ

モ
を
取
る
人
や
録
音
す
る
人

な
ど
、
聴
衆
の
熱
意
に
講
師
の
声
に
も
次
第
に
力
が
加
わ
る
。
さ
ら

に
講
演
が
終
わ

っ
た
後
も
、
様
々
な
質
問
が
続
出
す
る
状
況
で
あ

る
。
「
話
す
の
が
恐
い
。
だ
が
、
実
に
話
し
が
い
が
あ
る
。
」
講
師
は

口
を
揃
え
て
歴
史
講
座
を
こ
う
評
価
す
る
。

活
き
活
き
し
た
顔
、
食
い
入
る
よ
う
な
眼
差
し
。一

体
何
が
か
く

も
多
く
の
聴
衆
の
心
を
魅
き
つ
け
る
の
だ
ろ
う
か
。

「
郷
土
史
の
話
を
聞
い
と
る
と
、
何
と
も
言
わ
れ
ん
気
持
ち
に
な

る
が
で
す
。
そ
の
う
ち
に
、
い
つ
も
『わ
し
ら
は
こ
の
富
山
県
に
生

ま
れ
育

っ
て
よ
か

っ
た
!
』
ち
ゅ
う
気
持
ち
な

っ
て
、
こ
の
富
山
県

が
な
お
か
で
好
き
に
な
っ
て
く
る
が
で
す
。
い
ま
ど
き
の
若
い
者

に
こ
さ
、
こ
ん
な
話
を
聞
か
い
て
や
り
た
い
で
す
ち
ゃ
。
」
か

の

コ
ー
さ
ん
は
受
講
生
の
気
持
ち
を
こ
う
総
括
す
る
。

そ
う
。
郷
土
史
の
魅
力
は
、
わ
れ
ら
の
こ
の
故
郷
富
山
を
い
ま
や

日
本

一
豊
か
な
地
に
築
き
あ
げ
た
幾
多
の
先
賢
の
尊
い
血
と
汗
の

ふ
れ
る
富
山
国
体

努
力
の
足
跡
が
、

い
ま
こ
の
地
に
生
き
て
い
る
わ
れ
ら
に
限
り
な

き
感
動
と
教
訓
を
授
け
て
く
れ
る
こ
と
に
あ
る
。
郷
土
史
は
わ
れ

強
い
愛
郷
心
を
育
ん

ら
に
富
山
県
人
と
し
て

の
大
き
な
誇
り
と
、

で
く
れ
る
。
ま
た
、
郷
土
史
は
わ
れ
ら
に
こ
の
日
本
一
の
故
郷
〈
し

あ
わ
せ
富
山
〉
を
さ
ら
に
磨
き
、
し

っ
か
り
と
後
世
に
託
す
新
た
な

つ
や
り
か

使
命
感
と
堅
い
決
意
を
培

っ
て
く
れ
る
も
の
で
あ
る
。

か
く
し
て
歴
史
講
座
は
今
年
度
も
盛
況
裡
に
無
事
終
了
し
た
。

ふ
る
さ
と
へ
の
限
り
な
い
愛
を
育
ん
で
く
れ
る
郷
土
史
の
魅
力
を

さ
ら
に
多
く
の
人
々
に
伝
え
る
努
力
を
、

こ
れ
か
ら
も
積
み
重
ね

12 

の
開
催
を
め
、
さ
し
て

二
0
0
0年
国
体
開
催
内
定

第
日
同
国
民
体
育
大
会
の
冬
李
・夏
季
・
秋
季
大
会
が
富
山
県

で
開
催
さ
れ
る
こ
と
が
七
月
十
一
日
に
内
定
し
ま
し
た
。
同
日

聞
か
れ
た
例
日
本
体
育
協
会
の
理
事
会
で
満
場
一
致
で
了
承
さ

れ
た
も
の
で
、
年
間
を
通
じ
て
同
一
県
で
開
催
す
る
の
は
、
国
体

史
上
九
番
目
と
な
り
ま
す
。

高
原
日
本
体
育
協
会
長
か
ら
開
催
内
定
通
知
書
を
受
理
し
た

中
沖
知
事
は
、
「
県
民
の
皆
様
と
一
体
と
な
っ
て
、
知
恵
も
汗
も

出
し
富
山
県
ら
し
い
祭
典
と
な
る
よ
う
全
力
を
尽
く
し
て
い
き

た
い
」
と
力
強
く
決
意
表
明
を
し
ま
し
た
。

開
催
の
基
本
目
標

西
暦
二

0
0
0
年
と
い
う
節
目
の
年
に
開
催
さ
れ
る
富
山
国

体
を
意
義
の
あ
る
も
の
に
す
る
た
め
、
次
の
コ
一
つ
の
項
目
を
基

本
目
標
と
し
て
掲
げ
ま
す
。

①
県
民
総
参
加
の
も
と
、
県
民
の
総
力
を
結
集
し
、
総
合
優
勝
を

め
ざ
す
と
と
も
に
、
富
山
ら
し
い
感
動
あ
ふ
れ
る
祭
典
と
す

る
こ
と
。

②
新
た
な
ス
ポ
ー
ツ
文
化
を
創
造
し
、
二
十
一
世
紀
の
全
国
の

モ
デ
ル
と
な
る
大
会
と
す
る
こ
と
。

③
新
し
い
地
獄
づ
く
り
を
推
進
す
る
契
機
と
す
る
と
と
も
に
、

活
力
あ
ふ
れ
発
展
す
る
富
山
県
の
イ
メ
ー
ジ
を
全
国
に
向
け

て
情
報
発
信
す
る
こ
と
。

二
0
0
0
年
国
体
で
は
、
県
内
の
全
市
町
村
を
会
場
に
正
式

競
技
三
十
七
競
技
、
公
開
競
技
ゴ
一
競
技
、
デ
モ

ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ

ン
と
し
て
の
ス
ポ
ー
ツ
行
事
二
行
事
が
行
わ
れ
ま
す
。
全
市
町

村
を
競
技
会
場
と
し
て
開
催
す
る
国
体
と
し
て
は
、

全
国
で
四

番
目
と
な
る
こ
の
大
会
を
県
民
総
参
加
の
感
動
あ
ふ
れ
る
国
体

と
し
て
成
功
さ
せ
る
た
め
、
県
民
の
皆
様
の
ご
協
力
、
ご
支
援
を

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

て
い
き
た
い
と
念
じ
て
い
る
。

「
あ
り
が
と
お
。
来
年
も
ま
た
呼
ぼ

っ
て
く
だ
は
れ
。
」
か

の
コ
ー

さ
ん
は
ほ
の
ぼ
の
と
し
た
後
味
を
残
し
て
、

会
場
か
ら
遠
ざ
か

っ
て
い

っ
た
。

い
か
に
も
満
足
げ
に

...講師の熱演を終始真剣に聴講する 「歴史講座」受講者たち

F一一一ー一一一一一回岡田園一一______一一一一一一回園田園田園間田園1

開警
催面
内里
定窒

来記夏
場愈蚕
者行
募事
-~圃、

市、J
cl} 

立川志の輔さん 吉田秀彦選手 F 
._ー園田園圃園田園田園閉園田園圃圃園田園開園圃園掴園田園園田園田園園圃園____園田園園田園回園田置園田・

第
町
田
国
民
体
育
大
会
の
開
催
内
定

を
記
ム
志
し
て
催
す
、
開
催
内
定
記
愈
行
事

の
来
場
者
を
募
集
し
ま
す
。

こ
の
記
急
行
事
で
は
、
富
山
圏
体
の

一ア

l
マ
・
ス
ロ
ー
ガ
ン
の
発
表
の
ほ
か
、

バ
ル
セ
ロ
ナ
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
柔
道
金
メ

ダ
リ
ス
ト
、
吉
田
秀
彦
選
手
や
立
川
志
の

輔
さ
ん
、
地
元
ス
ポ
ー
ツ
関
係
者
に
よ
る

楽
し
い
ト
ー
ク
や
戸
ト
ラ
ク
シ
ヨ
ン
ガ

繰
り
広
げ
ら
れ
ま
す
。

ぜ
ひ
あ
な
だ
も
ご
参
加
下
さ
い
。
(
入
場
無
料
)

Q
日

時

刊

月

刊

日

(
体
育
の
日
)

午
後

3
時
か
ら

〈マ
場

所

県

民

会

館

大

ホ

ー

ル

Q
募
集
期
間

8
月
お
日
か
ら

9
月
刊
日
ま
で

〈
当
日
消
臼
育
刻
〉

〈マ
申
込
方
法

応募は往復はがきで

(募集人数は約 800人ですが、お申込み

ガ多叡の場合は、先着順とさせてい疋だ

きますのでご了承下さい。〉

住
所

氏

名

年

齢

電
話
番
号

人
数

(
住
所
〉

名

様

(氏

口

〈ψ
申
込
み
・
問
合
せ
先

一T
9
3
0
富
山
市
安
住
町
2
1刊
北
日
本
ス
ク
工
戸

5
階

第
日
回
国
民
体
育
大
会
富
山
県
準
備
委
員
会

合

0
7
6
4
1糾
1
9
6
6
7

13 



百県からのお知らせ
nformation 

第

1
田
富
山
県
民
生
涯
学
習
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

ま
な
び
ピ
ア
と
や
ま
前
川
魚
津

昨
年
度
の
第
6
回
全
国
生
涯
学
習
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
に
引
き
続
き
、

本
年
度
よ
り
富
山
県
民
生
涯
学
習
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
が
開
催
さ
れ
ま

す。
学
習
活
動
の
発
表
や
生
涯
学
習
に
関
す
る
展
示
な
ど
に
触
れ
な
が

ら
、
多
く
人
に
楽
し
く
生
涯
学
習
を
体
験
し
て
い
た
だ
き
、
新
し
い
自
分

を
発
見
レ
て
い
た
だ
こ
う
と
開
催
さ
れ
る
も
の
で
す
。

期
日
川
月
同
日
也
、
日
日
目

会
場
新
川
文
化
ホ
ー
ル
(
J
R
魚
津
駅
か
ら
無
料
シ
ャ
ト
ル
パ
ス
運
行
)

テ
ー
マ
人
か
ら
人
へ
、
心
か
ら
心
へ
、
生
涯
。
楽
。
習

オープニングイベント 吹奏楽、民俗芸能、創作ダンス(お茶の水女子大ほか)

県社会教育大会 温かくi舌1Jある地域づくりをめさ.す活動事例の発表ほか

県民カレッジフェスティパ)!J 講演「私が映画て・出会った人」映画監督篠田正治ほか

ふるさと富山徹底ディベー卜 i200X年そのとき富山は?Jゲス卜宮尾すすむ

リフォームファッションショー 多様な素材の意外な活用法。市民の手つi(1)ファッション

マナピィステージ 新川地区市町他の各種団体による舞台発表

日マナピィサロン(展示ホールほか)

にい力、わランド 新川の豊かな自然、古い歴史、新しい文化が実感できます

ふれあい工房 新川|の学習団体による体験工房。気軽に参加できる交流の場

小中学生絵画展 100年後の郷土は?少年少女が大きな夢を描きます

消費生活展 新しく施行された PL法など暮らしに役立つ情報あれこれ

職業能力開発フェア ℃ぷんパワーアッフ"職業能力開発の相談に応じます

余暇診断 ゆとり名人による余暇の過ごし方紹介。自分のゆとり度は?

郷土文化講座 ふるさと富山の歴史、文化を考える講演会

ふるさと映像フェステイli)1ノ 県民の手による自作ビデオの優秀作品上映と講演会

放送大学展 放送大学にはどんな講座があるの?身近な大学を紹介します

自遊塾チェーンレクチャー 県民教授が公開する連続ミニ講座。参加者の質問大歓迎 1

内容

(1 )マナピィステージ(大・小ホール)屋
外
に
表
示
す
る
広
告
物
の
設
置
の
基
準
や
許
可
申
請
の
方
法
な
ど
に

つ
い
て
は
、
県
庁
都
市
計
画
課
や
各
市
町
村
の
都
市
計
画
所
管
課
へ
お
気

軽
に
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

な
お
、

9
月
叩
日
を
「
屋
外
広
告
の
日
」
、
ま
た

9
月
1
日
か
ら
叩
日

ま
で
を
「
屋
外
広
告
美
化
旬
間
」
と
し
て
、
全
国
的
に
多
彩
な
行
事
、か
行

わ
れ
ま
す
。
ご
の
機
会
に
周
囲
の
広
告
物
に
つ
い
て
、
改
め
て
考
え
て
み

ま
し
ょ
う
。

「
裏
方
さ
ん
の
夜
な
べ
談
義
」

参
加
者
募
集

県
で
は
、
イ
ベ
ン
ト
を
通
し
て
人
と
人
と
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
広
げ
、

地
域

ψ

つ
く
り
を
行
っ
て
い
く
「
富
山
県
コ
ロ
ン
ブ
ス
計
画
」
の
一
環
と
し

て、

H

裏
方
さ
ん
の
夜
な
べ
談
義
H

を
開
催
し
ま
す
。

こ
れ
は
、
全
国
各
地
で
ま
ち
づ
く
り
、
む
ら
お
こ
し
な
ど
地
域
を
支
え

て
い
る
裏
方
さ
ん
た
ち
が
富
山
に
集
い
、
本
音
で
語
り
合
お
う
と
い
う
も

の
で
す
。

地
域

ψ

つ
く
り
に
関
心
の
あ
る
方
の
参
加
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

開

催

日

間

月

6

日

幽

場
所
雨
晴
ハ
イ
ツ
(
高
岡
市
)

募
集
人
数
1
0
0
名
程
度

応

募

締

切

9
月
凶
日
附

問
合
せ
富
山
県
未
来
財
団
内
コ
ロ
ン
ブ
ス
計
画
事
務
局

8
0
7
6
4
1
糾

1
2
0
0
0

こ
の
ほ
か
、
子
ど
も
か
ら
お
年
寄
り
ま
で
だ
れ
で
も
楽
し
め
る
、
発
見

と
感
動
の
イ
ベ
ン
ト
が
い
っ
ぱ
い
で
す
。
皆
さ
ん
ふ
る

っ
て
ご
参
加
く

だ
さ
い
。

問
合
せ
第
l
回
富
山
県
民
生
涯
学
習
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
実
行
委
員
会

(
魚
津
市
教
育
委
員
会
社
会
教
育
課
内
)
8
0
7
6
5
I
n
-
-
0
4
5

雇
用
継
続
給
付
の
支
給
申
請
手
続
に
つ
い
て

雇
用
保
険
法
改
正
に
よ
る
高
年
齢
雇
用
継
続
給
付
及
び
育
児
休
業
給

付
制
度
の
最
初
の
支
給
申
請
手
続
が

9
月
1
日
よ
り
始
ま
り
ま
し
た
。

印
歳
か
ら
町
歳
に
達
す
る
聞
に
印
歳
時
点
の
閃
%
未
満
の
賃
金
で
雇

用
さ
れ
た
り
、
1
歳
未
満
の
子
を
養
育
す
る
た
め
育
児
休
業
在
取
得
し

た
被
保
険
者
の
方
は
乙
の
制
度
の
対
象
と
な
り
ま
す
の
で
、
お
早
め
に

所
定
の
手
続
き
を
行
っ
て
下
さ
い
。

問
合
せ
県
庁
雇
用
保
険
課
8
0
7
6
4
1
M
1
4
5
5
4

ま
た
は
お
近
く
の
公
共
職
業
安
定
所

巡
回
就
学
相
談
の
お
知
ら
せ

(3)マナピィ広場(イベント広場)
手話講習、工作教室、奇術、スカウ卜キャンプ、地震体験、警察展、お茶席など

県
心
身
障
害
児
就
学
指
導
委
員
会
及
、ひ
県
教
育
委
員
会
で
は
、
心
や
体

の
発
達
に
心
配
の
あ
る
お
子
さ
ん
の
教
育
に
つ
い
て
の
巡
回
就
学
相
談
会

在
実
施
し
ま
す
。
相
談
希
望
の
方
は
、
お
気
軽
に
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

実
施
期
日
平
成
7
年
叩
月
日
日
側、

げ
日

ω

会

場

県

総

合

教

育

セ

ン

タ

ー

富
山
市
高
田
5
2
5

申
込
み
・
問
合
せ

各
幼
稚
園
、
保
育
所
(
園
)
、

14 

参
加
料

問
合
せ

無
料

県
庁
女
性
青
少
年
課
女
性
係

2
0
7
6
4
1
M
M
3
1
3
7
 

(
富
山
商
業
高
校
東
隣
り
)

小
学
校
、

中
学
校
、
市
町
村
教
育
委
員
会

平
成

7
年
度
富
山
県
総
合
防
災
訓
練

『
都
市
型
震
災
訓
練
」
の
実
施
に
つ
い
て

富
山
市
で
直
下
型
地
震
を
想
定
し
た
「
都
市
型
震
災
訓
練
」
老
実
施
し

ま
す
。こ

れ
は
、
阪
神
・
淡
路
大
震
災
を
教
訓
に
、
消
防
、
警
察
、
自
衛
隊
な

ど
の
防
災
関
係
機
関
や
地
域
の
自
主
防
災
組
織
等
、か
連
携
し
、
地
震
災
害

に
対
す
る
対
策
が
的
確
に
機
能
す
る
よ
う
、
実
践
的
な
訓
練
を
行
う
も
の

で
す
。
ぜ
ひ
ご
参
加
、
ご
観
覧
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
訓
練
当
日
は
富
山
市
の
中
心
部
や
海
岸
部
な
ど
の
訓
練
会
場
周

辺
で
は
、
実
通
規
制
が
実
施
さ
れ
ま
す
の
で
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

実
施
白
川
月
3
日

ω

場
所
お
よ
び
時
間
等
に
つ
い
て
は
、

県
庁
消
防
防
災
課

8

0

7

6

4
1
M
l
3
1
8
7
ま
で

お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

下
水
道
事
業
の
推
進
に
ご
協
力
を

9
月
旧
日
は
、
全
国
下
水
道
促
進
デ
ー
で
す
。

下
水
道
は
、
快
適
で
文
化
的
な
生
活
を
営
み
、
川
や
海
岸
の
水
環
境
を

守
る
た
め
に
は
欠
く
こ
と
の
で
き
な
い
施
設
で
す
。
し
か
し
、
平
成

6
年

度
末
の
本
県
の
下
水
道
普
及
率
は
、
ま
だ
判
%
に
す
ぎ
す
、
整
備
の
促
進

が
強
く
望
ま
れ
て
い
る
と
ご
ろ
で
す
。

県
で
は
、
平
成
百
年
度
末
の
下
水
道
普
及
率
の
目
標
を
冗
%
に
設
定
し
、

よ
り
一
層
、
下
水
道
事
業
の
推
進
を
図
っ
て
い
く
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

今
後
と
も
県
民
の
皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

屋
外
広
告
は
許
可
を
受
け
て
表
示
し
ま
し
ょ
う

屋
外
広
告
の
乱
立
や
そ
の
不
適
切
な
管
理
は
、
衝
の
景
観
を
損
な
っ
た

り
、
周
囲
に
危
害
を
及
ぼ
し
た
り
し
ま
す
。
こ
の
た
め
県
で
は
、
富
山
県

屋
外
広
告
物
条
令
に
よ
っ
て
、
屋
外
広
告
禁
止
地
域
を
設
け
て
い
ま
す
。

ま
た
、
そ
の
他
の
場
所
で
も
多
く
の
場
合
、
屋
外
広
告
の
表
示
や
設
置
に

は
市
町
村
の
許
可
か
必
要
で
す
。

〔
第
9
回
〕

マ
リ
工
と
や
ま
7
階
オ
ル
ビ
ス

募
集
人
数
約
l
2
0
名

受

講

料

無

料

問
合
せ
・
申
込
み

県
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

干

9
3
0
富
山
市
安
住
町
7
ー
は
(
富
山
安
住
町
第
一
生
命
ビ
ル
内
)

8
0
7
6
4
1
U
1
2
9
4
9

困
0
7
6
4
1
引

1
2
6

3ー

@
く
ら
し
の
一
日
教
室

内

容(第

8
回
)
叩
月

3
日

ω
午
後
1
時
叩
分
か
ら

-
「
花
で
や
さ
し
い
街
"つ
く
り
l
球
根
栽
培
と
ミ
二
|
|
」

講
師
全
国
都
市
緑
化
と
や
ま
フ
ェ
ア
実
行
委
員
会
塩
谷
佳
和
氏

(第

9
回
)
日
月

M
日

側

午

後

l
時
叩
分
か
ら

-
「
手
ぃつ
く
り
食
晶
加
工
の
す
す
め
1

漬
物
加
工
の
実
際
等
|
」

講
師
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

(
第
川
回
)
目
月

5
日

ω
午
後

l
時
泊
分
か
ら

-
「
住
ま
い
の
衛
生
と
洗
剤
|
住
居
用
洗
剤
の
効
果
的
利
用
|
」

講
師
ラ
イ
オ
ン
家
庭
科
学
研
究
所
所
長
犬
伏
式
生
氏

開
催
場
所
高
岡
市
本
丸
会
館

募
集
人
数

約

ω名

受

講

料

無

料

問
合
せ
・
申
込
み

富
山
県
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
高
岡
支
所

干

9
3
3
高
岡
市
本
丸
町
7
1
1
8
0
7
6
6
1
お
l
2
8
9
0

富山市新総由輪ト7(県庁内)

宮 (0764)3卜4111附
31-3131 (県民相談電話)

高岡地方県民相談室 高岡市赤祖父 211(総合庁舎内)

宮 (0766)2ト9411間
魚津市新宿 10-7 (総合庁舎内)

fi (0765) 24-5311附
砺波市幸町ト7(総合庁舎内)

fi (0763) 33-5151附

-物価ダイヤル
物価に関する苦情や相談があればお気軽にお電話く

ださい。 fi(012日) 16-7400 (県庁県民生活課内)

・消費生活については

消費生活センター

富山市安住町7-1日安住町第一生命ピル内

〈一般相談は) fi (0764) 32-9233 
〈金融相談は) fi (0764) 32-3252 

消費生活センター高岡支所

高岡市本丸町 7-1本丸会館内

・突通事故については

富山県交通事故相談所東別館 1階

fi (0764) 3ト4111 内4400
・相談 110番
家庭問題 ・悪質商法 ・覚せい剤など、どんな相談に

も応じます。ヨエ ワルイヒトナシ

fi (0764) 4 2 -0 1 1 0 
・シルバー110番
高齢者や家族の心配ごと、悩みごとに富山県高齢者

総合相談センター

富山市舟橋南町 5-14 社会福祉会館内

宮 (0764) 4卜 41 1 0 
・よい子の育児電話相談

子育てに関して心配や悩みはありませんか。どんな

ことでもお気軽にお電話ぐださい。

E (0764) 3 3 -4 1 5 0 (県庁生遅学習室内)

E歪g'ln，歪u圭
見て、聞いて、ご意見をお寄せください。

・テレビ広報

・チューリ ップテレビ 毎週土曜日 AM9: 25-9 : 40 
「ふるさとトーク」

・富山テレビ毎週日曜日馴9:00-9 : 30 
i112万人のひろばークイズ/フォー力ス ・イン」

・北日本放送

毎週日曜日 AM 11 :凹-11
「こんにちは富山県でRす」

9/3 200 x年県民が燃える!

日/10 21世紀を拓く少年スポーツ

日/17 高齢者の交通事政防止

9/24 私たちのふるさとづくり

・ラジオ広報
.FMとやま「ふれあいホットライン」

県内各地からホットな話題をクリアなサウンド

でおとどけします。

毎週月~金曜日刷 9:50-9 : 55 
・新聞広報

・北日本、富山、読売、北陸中目、朝日、毎日

毎月第 E、最終土曜日

「県からのお知らせ」

-勧[IJ~町回調司=ドヨ・
臼 曜日 献血場所 時間

4水 小杉町役場前 12 : 30-16 : 00 

7土 U円高岡駅前 1 0 : 00-16 : 00 

14 土 富山市「ッアピピンタクJ 1 0 : 00-16 : 30 ショ センター前

15 日 富山西武デパ ト前 1 0 : 00-16 : 30 

18 水 魚津市役所前 9 : 30-16 凹

19 木 立山町商工会館前 9 : 30-16 凹

28 土 砺波シ市ョコッスピモンタクウiセンン「ジタャースコ前砺波!苫J 10: 00-16 凹

29 日 J円福光駅前 10: 00-16 凹

※都合により変更する場合がありますので、当日の新聞・
テレビの街頭献血案内等でご確認下さい。

。富山県赤十字血液センターでは、毎土曜日及び第 2・第
4日曜日も関所し(祝祭日除く)、献血を受け付けていま
す。(受付時間9:00-16 : 45) 
富山県赤十字血液センター

富山市飯野 26-1 TEL (0764) 5ト5555

-・~江f壬~j宵必主将軍礼ー・・・
・県政について

県民相 談

fi (0766) 25-2777 

室

魚津地方県民相談室

砺波地方県民相談室

平
成

7
年
度

『
男
性
セ
ミ
ナ
ー
』

開
催

県
で
は
、
み
の
り
豊
か
な
男
女
協
同
社
会
の
実
現
に
向
け
て
、
男
女
平

等
の
問
題
を
考
え
る
、
「
男
性
セ
ミ
ナ
ー
」
を
開
催
し
ま
す
。

日

時

叩

月

同

日

出

午
後
3
時
1
6
時
犯
『
分

場

所

県

民

会

館

4

0

|

内
容
・
講
演
「
男
性
学
へ
の
招
待
l
男
女
共
同
参
画
社
会
に

向
か
っ
て
l
」

講
師
伊
藤
公
雄
(
大
阪
大
学
助
教
授
)

-
『
分
科
会
(
男
と
女
の

E
関
係
・
男
と
子
ど
も
の
い
い
関
係

企
業
社
会
か
ら
の
脱
出
高
齢
化
社
会
と
男
性
問
題
)
他

は
歳
以
上
の
男
性
印
名

~ 
よt

員平
成

7
年
度
育
椋
ヘ
ル
パ

l
募
集
(
下
半
期
)

県
民
の
み
な
さ
ん
に
、
森
林
の
重
要
性
を
再
認
識
し
、
林
業
労
働
を
身

近
に
体
験
し
て
頂
け
る
機
会
を
提
供
す
る
育
林
ヘ
ル
パ
l
活
動
(
下
半
期
)

の
参
加
者
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

今
年
は
9
月
初
日
か
ら
日
月
四
日
ま
で
の
毎
週
土
曜
日
と
日
曜
日
に
山

田
村
の
公
社
造
林
地
に
お
い
て
枝
払
い
作
業
を
行
う
予
定
で
す
。

問
合
せ

森
林
公
社
林
業
担
い

手
セ

ン
タ
ー

2
0
7
6
6
1
引

1
6
1
6
6
内
線

2
4

3

平
成

7
年
度
県
民
カ
レ
ッ
ジ
連
携
講
座
受
講
生
募
集

川
消
費
者
ス
ク
ー
ル

内

容(第
8
回
)
9月
四
日
閣

午
後
1
時
加
分
か
ら

-
「
情
報
化
時
代
に
お
け
る
消
費
生
活
|
情
報
の
読
み
方
と
自
己
管
理
術
|
」

講
師
富
山
大
学
講
師
堀
田
裕
弘
氏

(第
9
回
)
旧
月

U
日

樹

午

後

l
時
加
分
か
ら

-
「
消
費
者
の
常
識
・
非
常
識
|
売
り
手
か
ら
の
苦
言
l
」

講
師
消
費
者
問
題
評
論
家
山
本
和
夫
氏

(
第
旧
回
)
日
月
間
日
樹
午
後
1
時
叩
分
か
ら

-
「
家
庭
に
お
け
る
消
費
者
教
育
l
子
供
に
対
す
る
消
費
者
教
育
の
進
め
万
l
」

講
師
滑
川
市
教
育
長
山
下
節
子
氏

開
催
場
所

〔
第
8
回
・
第
川
回
〕
富
山
安
住
町
第
一
生
命
ビ
ル
8
階

~平村~

30 

15 



断
っ
た
つ
も
り
が
購
入
申
し
込
み
に
?

ー
紛
ら
わ
し
い
紳
士
録
の
申
し
込
み
書
|

、
‘
，
，

電
話
で
紳
士
録
の
購
入
を
勧
誘
さ
れ
ま
し
た
が
、
必
要

町
『
J
副
酬

な
い
の
で
断
っ
た
と
こ
ろ
、
「
既
に
書
類
を
送
っ
た
の

'
f
E川
、

で
、
不
要
な
ら
ば
そ
の
書
類
を
返
送
し
て
ほ
し
い
」
と

4
E司

い
わ
れ
ま
し
た
口

二
日
後
に
届
い
た
予
約
確
認
書
に
は
、

目
立
つ
大
き
な
文
字
で
「
次
回
以
降
購
入
継
続
を
致
し
ま
す

致
し
ま
せ
ん
」
の
選
択
欄
が
あ
っ

た
の
で
、
「
致
し
ま
せ
ん
」
を

丸
で
囲
み
返
送
し
ま
し
た
口

し
ば
ら
く
し
て
、
業
者
か
ら
「
予
約
は
今
回
分
だ
け
で
よ
ろ

し
い
で
す
ね
、
代
金
の
請
求
書
を
送
リ
ま
す
の
で
よ
ろ
し
く
お

願
い
し
ま
す
。
」
と
電
話
が
あ
っ
た
の
で
、
驚
い
て
予
約
確
認
書

を
よ
く
見
る
と
、
確
か
に
上
部
に
小
さ
く
「
今
回
分
は
申
し
込

む
」
旨
が
記
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

断
る
つ
も
り
で
署
名
捺
印
し
た
の
に
、
だ
ま
さ
れ
た
気
が
し

ま
す
。
何
と
か
解
約
で
き
な
い
で
し
ょ
う
か
。

、.，F

こ
の
事
例
の
場
合
、
今
回
分
と
次
回
以
降
の
分
の
申
し

「

車
、

，

込
み
が
一
緒
に
な
っ
て
い
て
誤
解
を
招
き
や
す
い
予
約

，A
，

、

確
認
書
に
問
題
が
あ
り
ま
す
。
相
談
者
に
は
、
こ
の
点

d曹司
を
主
張
し
て
、
契
約
は
錯
誤
に
よ
る
も
の
で
無
効
で
あ

る
旨
を
内
容
証
明
郵
便
で
出
す
よ
う
助
言
し
た
と
こ
ろ
、
無
事

解
決
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

最
近
、
紳
士
録
に
関
す
る
相
談
が
増
加
し
て
い
ま
す
。
著
名

人
を
対
象
に
し
て
無
用
な
ト
ラ
ブ
ル
は
避
け
た
い
と
い
う
心
理

に
つ
け
込
み
購
入
代
金
を
支
払
わ
せ
る
ケ

l
ス
刊
少
な
く
あ
り

ま
せ
ん
。
で
す
か
ら
、
こ
う
し
た
ト
ラ
ブ
ル
に
遭
わ
な
い
た
め

に
も
、
送
ら
れ
て
き
た
申
込
書
等
は
よ
く
読
ん
で
、
不
審
な
点

が
あ
る
場
合
は
返
送
し
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。
断
る
場
合

に
署
名
捺
印
を
し
て
返
送
し
て
ほ
し
い
と
求
め
る
も
の
に
は
、

特
に
注
意
が
必
要
で
す
。

相
談
は
、
県
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
、
電
話
0
7
6
4
(犯
)
9
2
3
3
、

高
岡
支
所
、
電
話
0
7
6
6
(白
)
2
7
7
7

小矢部市埴生

九月
宮めぐりの神事
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南
極
と
い
っ
て
す
ぐ
思
い
出
す
の
は
、
小
学

校
時
代
、
国
語
で
習
っ
た
あ
る
物
語
。
イ
ギ

リ
ス
の
ス
コ
ッ
ト
と
ノ
ル
ウ
ェ
ー
の
ア
ム
ン

ゼ
ン
が
南
極
点
へ
の
到
達
を
競
う
話
だ
が
、

結
局
ア
ム
ン
ゼ
ン
に
軍
配
が
上
が
る
。

ス
コ

ッ
ト
は
極
点
に
到
達
す
る
も
の
の
、
帰
路
途

上
、
寒
さ
と
飢
え
で
息
絶
え
て
し
ま
う
。
南
極
大
陸
の

自
然
の
厳
し
さ
が
ひ
し
ひ
し
と
伝
わ
る
内
容
で
、
今
で

も
強
く
印
象
に
残

っ
て
い
る
の
だ
。

極
点
到
達
か
ら
八
十
年
余
り
。
今
や
世
界
約
三
十
か

国
が
南
極
に
基
地
を
持
っ
て
い
る
。
施
設
も
充
実
し
て

い
て
、
昭
和
基
地
で
は
常
に
薄
着
で
過
ご
せ
る
よ
う
に

室
温
が
設
定
さ
れ
て
い
る
ほ
か
、
簡
単
な
ス
ポ
ー
ツ
も

楽
し
め
る
そ
う
だ
。

と
は
い
う
も
の
の
、
一
歩
外
へ
出
れ
ば
零
下
数
十
度

の
極
寒
の
世
界
が
待
ち
構
え
る
。
「
こ

の
歳
に
な
る
と

命
が
け
で
す
よ
」
と
笑
う
観
測
隊
副
隊
長
の
川
田
さ
ん
。

ス
コ
ッ
ト
は
極
点
到
達
に
男
の
ロ
マ
ン
を
賭
け
た
が
、

川
田
さ
ん
は
太
古
の
地
球
に
ロ
マ
ン
を
求
め

て
、
こ
の

秋
、
南
極
へ
向
か
う
。

(
K
)

今月号で掲載したPINUP TOYAMAの写真
を抽選で5名の方にワイド六ツ切 (25X18 

センチ)でプレゼン卜します。希望される
方は、官製ハガキで下記の様式でお申し込
みください。10月24日消印有効です。

富
山
県
広
報
課

写
真
プ
レ
ゼ
ン
ト

9
月
号
係
あ
て

回岡山岡
凶

同凶団凶〔
〕

氏
名

住
所

電
話

本
誌
を
読
ん
だ
感
想

式
将
ろ
ら
の
ど
き
の
声
が

.

.

.
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.
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.
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 境、
.R
に，

E
1すァ
C
一

あわ儀式 や伽羅利谷 軍護と らが げ七し男 と
とる さ武 に れ平江な回、の氏呼は 小

tι とのて信玄田 突信た家代戸時が半笛子数子 矢部
一、 入じとの 巡や のれf大っこ へ 。 たい大 午 り 太 人 長 る 市

て声喚との 、な不意仲義わ軍とか殿終え 鼓 、老珍埴

い神事前手家国IJ だ れ 行らに のそをし生?がわ れをはる砺 突る曜:し先いに
これに のっ、 。波 わ入と子して頭祭事が あ
だる見 よか数願祈山れす、に胃甲かに る
まがらまく うれ百 でてる若あ i、 護
し、れ にた頭の号前いの者わに信子 行国
た武者る 落ち平軍家の際 るでたせ身を わ八

ょの 牛、 こあちて れ幡
常にう喜て の室、のるは拝固にる宮

は扮な いは角 護国神事だ 。 早太殿め道袴中 。 で
再び し グ たつ暗にか の、 は

て巡ちた閣燃え ら八 鼓回万
静こるのとの 旗軍幡宮 が を廊やを 毎

けれ aと信型篤受け〈 い立さ 、 合図を槍を は 年さを うかかのに元 固い九
に行りつ m 生。 慌る上戦を にる持た 月

包う ゥそてたに普願た 。 つ奉富持者 十まの 2 のふい降 ど 弓ーた 五
れは 後たまり れ オ周武 日
、非常は 、めつ立をば l 約者姿 午

る護国き縛をつし源氏 ツ三 後
つに一」 、 たた 」十の

わ珍種主八深く り白様の とメ若古 昔
もしの L 幡宮 、い子将大 、 l 者文
のい神降なる 切夜半鳩をに と卜た書 唆、り
ど 。 。 はり 習、 きルち箱

も神事 、 佐立に神つ木義仲曽 ののが捧げを m り

が 神帰 々つ平家のて 声廊回列 抽量
夢が たご始 をを
の終の 成政倶の加め 上をなる
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富山県人口予想懸賞募集
県ではこの国勢調査にあわせ、富山県

人口予想懸賞募集を行います。国勢調査時に

ける富山県の人口を予想し、次の要領でご応募下さい。

応募方法

郵便はがきに「県人口予想懸賞解答」と書き、 1枚につ

き lつの答と住所、氏名、年齢、職業、電話番号を

記入してください。

応募先

干 930-80(住所不要)

「国勢調査富山県実施本部懸賞募集J 係まで。

賞金金賞 1名5万円ほか

ヒント 平成2年 10月1日現在の

富山県の人口は1.120.161人。

問合せ県庁統計課宮0764-44-3192

国勢調査は、日本に住んでいるすべての人を対

象として行う大規模な調査で、この調査結果は、

福証、雇用、住宅対策など、皆さんの生活に直結

する資料として、国や都道府県、市町村の行政に

活かされます。

9月 23日から、調査員が皆様のお宅に伺います

ので、ご協力をお願いします。

総務庁統計局・都道府県・市区町村


